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今月の情 報

2015

札幌お手玉同好会代表の今井幸子さんが、夫の信次さんと一緒に、
平成26年8月に参加した、シベリア抑留慰霊祭の様子を綴った文章
『仏前のお手玉』が、平成26年９月３日付の「北海道新聞」投稿欄
「いずみ」に掲載されました。
ここに、その全文をご紹介します。

8月20日、札幌で行われたシベリア抑留慰霊
祭に夫と参加させていただきました。参加者は昨
年よりかなり少数となり、あらためて一年の重み
を実感いたしました。
　92歳の夫も近頃は抑留中の寒さの中でのむ
ごい生活を、めったに口に出さなくなりました。式
は黙とうの後、実行委員長や抑留者代表、遺族代
表の式辞がありました。私は耳が遠くなり、その
日は風が強かったので聞き取ることが困難な状
態でした。お供えした式辞の書面が吹き飛ばされ
そうになり、係の人がバッグから何かを探してい
ました。
　「飛ばされないように重しを探している？」と判
断した私は、近くに座っていたので袋に入れてき
たお手玉を「重しになりませんか？」と差し出しましたら、係の人は「すみません」と言ってすぐ使っ
てくださいました。
　しばらくしてお参りをさせていただく時、慰霊碑に菊の花を献上し、見上げますと碑の前にさき
ほどのお手玉が式辞の上に三つチョコンと乗っているのでした。とたんに胸にぐっと迫るものが
あり。涙があふれそうになりました。十数年前から好きで作った２万５８４７個のうちの３個が
立派な碑の前に並べられている驚きと喜び、何とも言い表すことができません。
　21日の新聞には夫と私がお参りをする写真が載っていて、また驚きました。生涯の記念となっ
た慰霊祭になりました。

■ 北海道新聞掲載記事より

北海道慰霊祭で献花する今井さんご夫妻

シベリア抑留慰霊祭での体験『仏前のお手玉』
札幌お手玉同好会の今井幸子さんの投稿が新聞に


